
　　　　

2025 年 3 月 10 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

本人の特性に合わせた関わり方や活動を提供し安心して過ごすことが出来るように各機関連携していく。
 食事摂取や入浴動作を通し安全に出来る事を増やしていく。
（個別サポート）成長に伴う本人の状態変化、又は環境の変化について各関係機関やご家族と情報交換を行っていく。（移行支援）

事業所名 放課後等デイサービスわかすぎ 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

自分で歩く事・食べる事・そして笑顔で生きる事、利用者様を幸せにする・そして私達自身も幸せになります。の法人理念を基に自立と共生社会の実現を目指します。

絵本や色々な年齢の方々との会話を通し季節を感じたりルール等の理解を深める。
計画をもって次の行動又支援が受けられる様事前に声掛けを行う。
時間配分をし少し苦手な事も頑張ってみる事、課題に向かう姿勢や力を養う。

リハビリ体操や入浴等様々な活動を通して多くの言葉に触れる。
様々な手段で自分の思いが伝わる経験ができるよう支援する。

自己理解して貰える環境を設定する。
絵カードや文字表を用い視覚提示をする。
環境に対する安心感、人に対する信頼感、自分に対する自己肯定感を高める。

支援方針

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

カラオケ、保護者面談等

（別添資料１）

家族支援

子育てに対する困りごとや不安に対する相談支援
子供の成長の共感と理解
家族の休息やリフレッシュ

移行支援

学校等への情報共有・提供を行う
移行支援会議・カンファレンスへの参加

地域支援・地域連携

困りごとを軽減し日常生活が送れるよう生活動作に対するスキルを身につけ対応
できるよう支援
学校や相談支援事業所に様子を報告するなどして情報を共有する

職員の質の向上

新入職員研修
法定研修（コンプライアンス、マナー、接遇、虐待防止、ハラスメント、
感染症予防、人権）への参加

支　援　内　容

バイタル測定、皮膚状態や表情の観察により健康状態を把握する。
生活のリズムを図る。
長期休暇中や休校日の食事介助を通し口腔内機能や感覚等に配慮し個別対応する。

排泄動作や入浴等を通し様々な感覚・感触に触れ感覚の成長を支援する。
遊び感覚を取り入れながら目標を設定し歩行訓練等を行う。

本
人
支
援


